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＜連絡事項＞
・4/16～の異動に伴い、スタッフオフィスキーの番号を変更しましたので、各自確認し、

　鍵の変更などあるかたは鍵ボックスに返却するようお願いします。
・日精看費用を下記日時までに支払いお願いします。

　費用：1万円、場所：経理室、期日：4月19日

　　　　※不明な点がありましたら東病棟成田JGMまで連絡してくださいとのことです。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　美千代様～やまばと寮スタッフから、「五戸総合病院で処方されていた薬は青南病院さんで処方して下さいますか。」との連絡あり、田名部Drへ確認し、当院処方となるとの事で、やまばと寮へ伝えている。
・高橋　義明様～移山寮関野様オンライン面会にて本人へ、14日か17日に兄様との三人で十和田のGH見学に行く話しを受けると、鼻で笑いながら、「鉛筆もボールペンも問題なんですよ。」という。関野様より本人の理解力が不明瞭である為、兄様と相談し日にちを決定しお伝えすると本人へ伝えると、また鼻で笑ってあしらっている。
＜要注目患者様＞

・板橋　利美様～10:00船場Dr.診察。右季肋部痛なし。空腹感訴え昼食から食事開始し、
全量摂取。食後の腹部不快症状なし。指示にて13:00点滴終了抜去し
ている。間食、嗜好品の制限に不満言動聞かれるも、主治医からも
脂肪制限の必要性について説明を受け、菓子類をスタッフ管理とする
事にも了承している。バイタルサインも異常なく経過している。
・船渡　幸男様～他者の動きを見て日課を行う。適度に他者との交流見られている。
・久保　興介様～独語や放歌なく気分高揚的行動見られず。診察では対人関係について主治医に相談。表情やや冴えないが落ち着いた行動できている。




























・船渡・久保　興介様～
＜深澤Dr診察・担当患者様検討＞
・内田　都影様～主治医診察。退院に向けた話しと、本人はムツゴロウさんが亡くなった話題を出されている。
・下妻　康貴様～主治医診察。ＧＨへの進捗譲許を報告し、主治医より入院中に就労施設の見学に行くよう指示あり。
・向井　敦子様～診察時は自室で入眠していた様子。主治医に伝えたい事は自宅に退院したい事であると話される。そのためには八戸まで通院できるよう生活リズムを整え、体力もつけていく必要がある事を説明する。
・畑山　昭夫様～主治医診察。呼吸器症状の有無について確認あり、「大丈夫です。」と話す。喫煙については、「今でも吸いたいです。」と話し、主治医から再度禁煙についてアドバイスを受けている。
・中村　豊様～「薬を減らして下さい。涎が出ます。」と訴え、主治医から薬剤を調整中であるが、減薬し調子を崩すと元もこもなくなるから様子を見ながらとの説明を受ける。また、臥床傾向にならないよう、プログラム参加も促されている。病棟ではトラブルはあるが介入でどうにか生活されている事を伝えている。
・平　京子様～主治医診察。「Ｔポイントの更新の為に外出したいと話した。」と本人が話す。担当と相談する様にとアドバイスを受けている。
＜船場Dr診察＞
・板橋　利美様～診察時も右季肋部痛なし。苦痛症状の訴えはないが、空腹感を訴えている。本日昼食から経口摂取開始となり、本日分の生食100ml＋セフトリアキソン1g施行し、現在施行中のラクテック輸液500ml終了後点滴終了抜去の指示あり。

食事の主食を毎食菓子パン希望で、粥食では便秘による苦痛が心配と訴える。クリームパン禁止として、今まで通り菓子パンで対応としているが、栄養管理としては低脂肪食が理想である事もDr.から説明している。また、牛乳からヨーグルトに変更。その後も間食で飴（コーヒー飴とミルク飴）チョコポッキー、魚肉ソーセージも食して良いかの質問あり。どうしても摂取したいと自制できない様子有り。本日診察時に、主治医の田名部先生と食事形態、間食について相談を行う事としている。経口摂取の内容を気を付けなければ、今回の様な胆管炎、疼痛発作を繰り返す事となることも説明している。炎症を抑える目的で、臨時薬ツムラ排膿散及湯　朝夕食前　7日分処方となっている。
＜田名部Dr診察・担当患者様検討＞
・小笠原美千代様～本日、幻聴、幻視あり感情失禁見られ、11:00に不穏時の頓服使用している事を報告。診察では、「死ね、死ねと聞こえる」「年老いた御爺さんが見える」と訴え、さらに日中の眠気もまだ持続していることや流涎についても訴えている。4/5から増薬しているクエチアピンで様子をみて、東病院処方薬から切り替えているところである事から、経過観察で様子を見る事、何かに集中して幻聴による苦痛を軽減できるよう、作業療法は午前も午後も参加して良いと主治医からの許可は下りている。臨時薬同内容で7日分処方あり。
・板橋　利美様～主治医からも再度、低脂肪食の必要性を説明する。間食も摂り過ぎないようスタッフと相談する様伝えて頂いている。食事は現在の常食、毎食菓子パン（クリーム禁）、牛乳からヨーグルト変更、間食は摂り過ぎに注意で経過観察して行く事としている。臨時薬同内容で7日分処方あり。（エリメプラゾールカプセル（10）は夕食後に服用として処方）。
・高橋　義明様～主治医にベッドサイドで坐っている理由を聞かれると返答できずにいる。「本見てるんですか？」と問い掛けられると「ああ、そうそう」と機嫌よく返答し「最近書き物は？」と問われると「それそれ、座ってそれ」と対話。独語についての質問には「してますよ」と答えている。イライラ感なく落ち着いている。
・吉田　守幸様～主治医の質問にはきちんと言語化して穏やかに返答できている。作業療法での計算問題についても「2桁の足し算、引き算も」と言葉で話している。
・太田　富夫様～採血の結果、腫瘍マーカーが正常値であり、排便コントロールの対応で良い事をお伝えしている。漢方薬による排便コントロールもまた以前のツムラ100大建中湯1日3回毎食前に変更している。「痩せて疲れやすい」との訴えに対し、レボトミン（25）1Ｔ　1×1/夕食後を中止としている。その他は同内容で7日分処方。
・小豆畑裕介様～診察順番待ちしている間も廊下で大声の独語あり。診察では、幻聴内容は納得できる内容であり、自分が外国でＣＤを出し、お金を稼いでいる事で支払いもできている。と言った内容を話している。しかし、記憶が残らず、考えがリセットされる現象もあると話す。後頭部痛も訴えるが、スリープという首に巻くアクセサリーの許可を主治医に求め、私物発注伝票の内容まで「購入していいですか」と確認する行為がみられている。
臨時薬クエチアピン100㎎1T/昼食後を毎食後に増薬処方あり。その他は同内容で7日分となっている。
・高橋　伸治様～精神、身体面に著変なしにて現在の処方薬で経過観察継続となっている。
・大山　広美様～表情穏やかに血液検査の結果を聞いている。電解質カリウムの値も正常値にて、アスKも1日1回に減量となって処方されている。その他は同内容で7日分処方。
・久保　興介様～診察時は対人関係が苦手でコミュニケーションの取り方で悩んでいると話される。自分としては悪気なく取っている行動でスタッフに注意を受けると言う。主治医からは青山荘はコミュニケーションが大切な施設であり、スタッフの注意から反省し、目標を持って繰り返さないよう注意していきましょうと説明あり。対人関係がうまくいくために、もう少しリラックスする事も必要と説明を受けている。
・民部田　和哉様～先日、小豆畑様にキスをされた事について「覚えていない」と言う。最近は頭痛について、カロナールではなかなか軽減しないと訴え、主治医からは対人関係からの疲労も考えられるので、カロナール服用後は安静臥床して休む事も必要と説明を受けている。採血の結果を気にしており、正常値が維持できるようにしましょうと説明を受けている。
　　　　　　　　　【退院支援状況】
　　　　　　　　　・ご本人が一戸町「のぞみの家」を希望している事を書いた手紙を、一戸町役場に提出する支援を実施する予定。二戸管内でダメな時は青森県でも良いと本人も家族も了承している。
